
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を読み取って複数部 する機能を有する画像処理装置において、
　

　
　

ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　 のページ数に対応 出力部数を
決定し、上記 の各部の画像に、上記 の各ページの画像を順次合わ
せて出力することを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　上記 の各ページの画像は、上記 の各部の画像の表紙情報である
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
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コピー
原稿の複数部コピーを作成する場合に、各部毎に、各々、内容の異なる表紙原稿のコピ

ーを出力可能にする制御手段と；
上記内容の異なる複数の表紙原稿を連続して記憶手段に蓄積させる手段を有し、
原稿の複数部コピーを作成するに先立って、前もって、上記記憶手段に上記複数の表紙

原稿の全てを蓄積可能にし、操作部からのユーザによるコピー部数の指定無しに、上記記
憶手段に蓄積済みの上記複数の表紙原稿のページ数に基いた回数分、複数部コピーを実行
可能にする

上記読み取った原稿の出力部数として、上記表紙原稿 する
読み取った原稿 表紙原稿

表紙原稿 読み取った原稿



　請求項１において、
　出力用紙を 機能を有し、 の所定ページの画像を、上記

の出力画像と合わせて出力する際に、各画像の出力用紙を を特徴とする画像
処理装置。
【請求項５】
　請求項１において、
　上記 のページ数をカウントする機能を有し、 をセットして
、所定の操作を行うことにより、上記 のページ数に対応する部数の

を複写出力 を特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　上記 の各ページ を合わせ
て出力することを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項において、
　出力用紙をとじる機能を有し、上記 に記憶されている の予め定めた規
則によって選択したページの画像を、上記 の出力画像と合わせて出力する
場合に、上記 の予め定めた規則によって選択したページの画像と、上記

の画像とを別ページとして出力し、各画像の出力用紙を を特徴とする画
像処理装置。
【請求項８】
　原稿を読み取って複数部 する機能を有する画像処理装置の制御方法であって、
　

　
　

ことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、特に書類を複数部コピーして出力するコピー機能を有する画像処理装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、この種の複写装置では、単一の書類を複数部コピーすることが主な目的であり
、複数部コピーする際に、それぞれ異なる表紙を合わせて綴じようとした場合には、予め
複写が必要な書類を必要部数コピーした後に、手作業で、１部ずつに表紙をつけた後、綴
じる操作を行う必要があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
一方、こうした手間を省くため、予め表紙を用意し、複写の際に表紙として挿入して、複
写を行う複写装置も考案されているが、最終的に出力する部数を数えて手動で入力する手
間が必要であったり、表紙の挿入中にジャムがおきた場合等、その原因を取り除いても装
置自身で自動的に作業を継続して、期待される複写を完成させることが困難であるなどの
問題があった。
【０００４】
そこで本発明は、表紙付きの複数部コピーを効率よく行うことができる画像処理装置を提
供することを目的とする。
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綴じる 上記表紙原稿 読み取った原
稿 綴じること

表紙原稿 上記読み取った原稿
表紙原稿 読み取った原

稿 すること

表紙原稿 と、上記読み取った原稿の全ページを複写したものと

記憶手段 表紙原稿
読み取った原稿

表紙原稿 読み取っ
た原稿 綴じること

コピー
原稿の複数部コピーを作成する場合に、各部毎に、各々、内容の異なる表紙原稿のコピ

ーを出力可能にし、
上記内容の異なる複数の表紙原稿を連続して記憶手段に蓄積可能とし、
原稿の複数部コピーを作成するに先立って、前もって、上記記憶手段に上記複数の表紙

原稿の全てを蓄積可能にし、操作部からのユーザによるコピー部数の指定無しに、上記記
憶手段に蓄積済みの上記複数の表紙原稿のページ数に基いた回数分、複数部コピーを実行
可能にする



【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、

【０００６】
　また、本発明は、

【００１２】
　 を複数部コピーする場合に、例えば のペー
ジ数に対応する部数だけ、 をコピーし、その際、各部毎に、 から
１ページずつ順に、表紙として を複写した書類につけて 。
【００１３】
　 、例えばユーザが複写したい部数分の表紙を用意して所定の操作で画
像処理装置に読み込ませ、複数部複写したい書類をセットして所定の操作を行うことで、
自動的に希望の部数の書類を、個々の書類に別々の表紙をつけて綴じて用意することが可
能である。
【００１４】
【発明の実施の形態および実施例】
図１は、本発明の一実施例における画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【００１５】
リーダ部１は、原稿の画像を読み取り、原稿画像に応じた画像データをプリンタ部２およ
び画像入出力制御部３へ出力する。プリンタ部２は、リーダ部１および画像入出力制御部
３からの画像データに応じた画像を記録紙上に記録する。画像入出力制御部３は、リーダ
部１に接続されており、ファクシミリ部４、ファイル部５、コンピュータインターフェー
ス部７、フォーマッタ部８、イメージメモリ部９、コア部１０等からなる。
【００１６】
ファクシミリ部４は、電話回線を介して受信した圧縮画像データを伸長し、この伸長した
画像データをコア部１０へ転送し、また、コア部１０から転送された画像データを圧縮し
、この圧縮した画像データを電話回線を介して送信する。また、このファクシミリ部４に
は、ハードディスク１２が接続されており、受信した圧縮画像データを一時的に保存する
ことができる。
【００１７】
ファイル部５には、光磁気ディスクドライブユニット６が接続されており、ファイル部５
は、コア部１０から転送された画像データを圧縮し、その画像データを検索するためのキ
ーワードとともに、光磁気ディスクドライブユニット６にセットされた光磁気ディスクに
記憶させる。また、ファイル部５は、コア部１０を介して転送されたキーワードに基づい
て光磁気ディスクに記憶されている圧縮画像データを検索し、検索された圧縮画像データ
を読み出して伸長し、伸長した画像データをコア部１０へ転送する。
【００１８】
コンピュータインターフェース部７は、パーソナルコンピュータまたはワークステーショ
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原稿を読み取って複数部コピーする機能を有する画像処理装置において、原
稿の複数部コピーを作成する場合に、各部毎に、各々、内容の異なる表紙原稿のコピーを
出力可能にする制御手段と、上記内容の異なる複数の表紙原稿を連続して記憶手段に蓄積
させる手段を有し、原稿の複数部コピーを作成するに先立って、前もって、上記記憶手段
に上記複数の表紙原稿の全てを蓄積可能にし、操作部からのユーザによるコピー部数の指
定無しに、上記記憶手段に蓄積済みの上記複数の表紙原稿のページ数に基いた回数分、複
数部コピーを実行可能にすることを特徴とする。

原稿を読み取って複数部コピーする機能を有する画像処理装置の制御
方法であって、原稿の複数部コピーを作成する場合に、各部毎に、各々、内容の異なる表
紙原稿のコピーを出力可能にし、上記内容の異なる複数の表紙原稿を連続して記憶手段に
蓄積可能とし、原稿の複数部コピーを作成するに先立って、前もって、上記記憶手段に上
記複数の表紙原稿の全てを蓄積可能にし、操作部からのユーザによるコピー部数の指定無
しに、上記記憶手段に蓄積済みの上記複数の表紙原稿のページ数に基いた回数分、複数部
コピーを実行可能にすることを特徴とする。

上記構成において、読み取った原稿 表紙原稿
読み取った原稿 表紙原稿

、読み取った原稿 綴じる

このようにすれば



ン（ＰＣ／ＷＳ）１１とコア部１０との間のインターフェースをとるものである。
【００１９】
フォーマッタ部８は、ＰＣ／ＷＳ１１から転送された画像を表すコードデータをプリンタ
部２で記録できる画像データに展開するものである。また、イメージメモリ部９は、ＰＣ
／ＷＳ１１から転送されたデータを一時的に記憶するものである。
【００２０】
コア部１０は、リーダ部１、ファクシミリ部４、ファイル部５、コンピュータインターフ
ェース部７、フォーマッタ部８、イメージメモリ部９のそれぞれの間のデータの流れを制
御するものである。
【００２１】
図２は、リーダ部１およびプリンタ部２の構造を示す断面図である。
【００２２】
リーダ部１の原稿給送装置１０１は、原稿を最終頁から順に１枚ずつプラテンガラス１０
２上へ給送し、原稿の読み取り動作の終了後、プラテンガラス１０２上の原稿を排出する
ものである。
【００２３】
原稿がプラテンガラス１０２上に搬送されると、ランプ１０３を点灯し、そしてスキャナ
スキャナユニット１０４の移動を開始させて、原稿を露光走査する。このときの原稿から
の反射光は、ミラー１０５、１０６、１０７、およびレンズ１０８によってＣＣＤイメー
ジセンサ（以下ＣＣＤという）１０９へ導かれる。このように、走査された原稿の画像は
ＣＣＤ１０９によって読み取られるＣＣＤ１０９から出力される画像データは、所定の処
理が施された後、プリンタ部２および画像入出力制御部３のコア部１０へ転送される。
【００２４】
プリンタ部２のレーザドライバ２２１は、レーザ発光部２０１を駆動するものであり、リ
ーダ部１から出力された画像データに応したレーザ光をレーザ発光部２０１に発光させる
。このレーザ光は、感光ドラム２０２に照射され、感光ドラム２０２にはレーザ光に応じ
た潜像が形成される。
【００２５】
この感光ドラム２０２の潜像の部分には、現像器２０３によって現像剤が付着される。そ
して、レーザ光の照射開始と同期したタイミングで、カセット２０４およびカセツト２０
５のいずれかから記録紙を給紙して転写部２０６へ搬送し、感光ドラム２０２に付着され
た現像剤を記録紙に転写する。現像剤の乗った記録紙は、定着部２０７に搬送され、定着
部２０７の熱と圧力により現像剤は記像紙に定着される。
【００２６】
定着部２０７を通過した記録紙は、排出ローラ２０８によって排出され、ソータ２２０は
、排出された記録紙をそれぞれのビンに収納して記録紙の仕分けを行う。なお、ソータ２
２０は仕分けが設定されていない場合は、最上ビンに記録紙を収納する。
【００２７】
また、両面記録が設定されている場合は、排出ローラ２０８のところまで記録紙を搬送し
た後、排出ローラ２０８の回転方向を逆転させ、フラッパ２０９によって再給紙搬送路へ
導く。さらに、多重記録が設定されている場合は、記録紙を排出ローラ２０８まで搬送し
ないようにフラッパ２０９によって再給紙搬送路へ導く。再給紙搬送路へ導かれた記録紙
は、上述したタイミングで転写部２０６へ給紙される。
【００２８】
図３は、リーダ部１の構成を示すブロック図である。
【００２９】
ＣＣＤ１０９から出力された画像データについて、Ａ／Ｄ・ＳＨ部１１０でアナログ／デ
ジタル変換が行われるとともに、シェーディング補正が行われる。Ａ／Ｄ・ＳＨ部１１０
によって処理された画像データは、画像処理部１１１を介してプリンタ部２へ転送される
とともに、インターフェ－ス部１１３を介して画像入出力制御部３のコア部１０へ転送さ
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れる。
【００３０】
ＣＰＵ１１４は、操作部１１５で設定された設定内容に応じて画像処理部１１１およびイ
ンターフェース１１３を制御する。たとえば、操作部１１５でトリミング処理を行って複
写を行う複写モードが設定されている場合は、画像処理部１１１でトリミング処理を行わ
せてプリンタ部２へ転送させる。
【００３１】
また、操作部１１５でファクシミリ送信モードが設定されている場合は、インターフェー
ス１１３から画像データと設定されたモードに応じた制御コマンドをコア部１０へ転送さ
せる。
【００３２】
このようなＣＰＵ１１４の制御プログラムは、メモリ１１６に記憶されており、ＣＰＵ１
１４はメモリ１１６を参照しながら制御を行う。また、メモリ１１６は、ＣＰＵ１１４の
作業領域としても使われる。
【００３３】
図４は、コア部１０の構成を示すブロック図である。
【００３４】
リーダ部１からの画像データは、データ処理部１２１へ転送されるとともに、リーダ部１
からの制御コマンドはＣＰＵ１２３へ転送される。データ処理部１２１は、画像の回転処
理や変倍処理等の画像処理を行うものであり、リーダ部１からデータ処理部１２１へ転送
された画像データは、リーダ部１から転送された制御コマンドに応じて、インターフェー
ス１２０を介してファクシミリ部４、ファイル部５、コンピュータインターフェイス部７
へ転送される。
【００３５】
また、コンピュータインターフェース部７を介して入力された画像を表すコードデータは
、データ処理部１２１に転送された後、フォーマッタ部８へ転送されて画像データに展開
され、この画像データは、データ処理部１２１に転送された後、ファクシミリ部４やプリ
ンタ部２へ転送される。
【００３６】
ファクシミリ部４からの画像データは、データ処理部１２１へ転送された後、プリンタ部
２やファイル部５、コンピュータインターフェース部７へ転送される。また、ファィル部
５からの画像データは、データ処理部１２１へ転送された後、プリンタ部２やファクシミ
リ部４、コンピュータインターフェース部７へ転送される。
【００３７】
ＣＰＵ１２３は、メモリ１２４に記憶されている制御プログラム、およびリーダ部１から
転送された制御コマンドに従って、以上のような制御を行う。また、メモリ１２４は、Ｃ
ＰＵ１２３の作業領域としても使われる。このように、コア部１０を中心に、原稿画像の
読み取り、画像のプリント、画像の送受信、画像の保存、コンピュータからのデータの入
出力等の機能を複合させた処理を行うことが可能である。
【００３８】
図５は、本実施例における操作部１１５の操作パネルの構成を示す平面図である。
【００３９】
図示のように、この操作パネルは、テンキー部３００、ストップボタン３０１、スタート
ボタン３０２、液晶タッチパネル３０３を有し、公知の複写装置の動作を行うことが可能
である。
【００４０】
液晶タッチパネル３０３は、このパネル面上にボタンを描画するとともに、これらボタン
を押すことに反応して所定の動作を行うことが可能である。図５に示す状態において、表
示エリア３０６は、公知の複写動作を行う場合のコピー部数を表示するものである。
【００４１】
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また、表紙読み込みボタン３０４は、表紙として用いる原稿を束ねて、フィーダ部にセッ
トした後に押すことで、表紙原稿を１ページずつイメージデータに変換し、光磁気ディス
クに保存することが可能である。なお、この表紙読み込みボタン３０４の操作に伴う動作
の詳細は、図６のフローチャートにて後述する。
【００４２】
また、表紙モード出力ボタン３０５は、複数部複写してそれぞれに表紙を付けたい原稿を
、フィーダ部にセットした後に押すことで、前述した表紙原稿から１枚ずつ表紙をつけて
複写原稿を出力し、順次綴じていくための表紙モード出力を指示するボタンである。なお
、この表紙モード出力ボタン３０５の操作に伴う動作の詳細は、図７のフローチャートに
て後述する。
【００４３】
図６は、液晶タッチパネル３０３を制御するＣＰＵ１１４のフローチャートである。
【００４４】
ＣＰＵ１１４は、図５に示す液晶タッチパネル３０３を描画した後、テンキー部３００、
ストップボタン３０１、スタートボタン３０２が押された場合は、画像処理部１１１、イ
ンターフェース１１３を制御して公知の複写動作を行う。
【００４５】
一方、利用者が書類をコピーして、各々別の表紙をつけて配布したい場合、各々の表紙だ
けを束ねて、フィーダに書類として置き、表紙読み込みボタン３０４を押す。すると、制
御ソフトは、図６のＳ３２０に制御が移り、以下の動作を実行する。まず、Ｓ３２１で、
変数Ｎに０を代入し、次にＳ３２２で、原稿給紙装置１０１に読み込む原稿があるかどう
か判定する。ここで、読み込む原稿がない場合には、Ｓ３２７に分岐し、図５の液晶タッ
チパネル３０３に示す初期画面に戻る。
【００４６】
また、読み込むべき原稿がある場合には、Ｓ３２３において、変数Ｎの内容に１を加えた
ものをＮに代入する。次に、Ｓ３２４において、用紙をプラテンガラス上に給送する。Ｓ
３２５において、原稿給紙装置を動作させ、原稿を１ページ読み込む。さらに、Ｉ／Ｆ部
１１３を経由してコア部１２３に指示を送ることで、コア部１２３は、読み込んだ画像デ
ータを圧縮し、変数Ｎの値をキーワードとして、画像データとともにファイル部５に保存
する。
【００４７】
次に、Ｓ３２６において、まだ読み込むべき用紙が残っている場合には、Ｓ３２２に戻り
、読み込み動作を操り返し、読み込むべき用紙が残っていない場合は、Ｓ３２７へ制御が
移り、図５に示す初期画面に戻る。
【００４８】
次に、図５に示す画面において、利用者は、表紙をつけて配布したい書類をフィーダの上
にのせた後に、表紙モード出力ボタン３０５を押す。表紙モード出力ボタン３０５が押さ
れると、図７に示すフローチャートに制御が移る。
【００４９】
図７では、Ｓ３４０で動作をスタートし、Ｓ３４１で、変数Ｎが０以下かどうか判定し、
０以下の場合は、Ｓ３４８を経由して、図５に示す初期画面に戻る。Ｎが０以下でない場
合は、Ｓ３４２において仕分け装置のビン番号Ｍに１を代入し、次に、Ｓ３４３に制御を
移す。Ｓ３４３では、書類の１部コピーを行い、仕分け装置のビン番号Ｍに出力を行う。
【００５０】
次に、Ｓ３４４において、Ｉ／Ｆ部１１３を経由してコア部１２３に指令を与えることで
、変数Ｍの値をキーワードとしてファイル部５に登録されている画像を読み出して画像を
形成し、仕分け装置のビン番号Ｍに出力する。この際、この画像は、前期Ｓ３４３で出力
した書類の表紙として出力される。次に、Ｓ３４５で、ビンＭにある紙の束を、綴じる動
作を行う。
【００５１】
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次に、Ｓ３４６では、Ｍの内容に１を加え、Ｓ３４７で、ＭがＮより大きいかどうかを判
断、大きい場合はＳ３４８を経由して図５に示す操作画面に戻り、大きくない場合は、Ｓ
３４３に戻り、コピー動作を繰り返す。
【００５２】
なお、Ｓ３４７を経由してＳ３４３に戻った場合、フィーダ上の書類は１部コピーしたた
め、すでに全ページの循環が終わり、再び１部のコピーを行う準備が整っており、次のコ
ピー動作が実行できる。このようにして、指定の回数分の複写を行う。
【００５３】
以上の実施例では、表紙原稿のページ数に応じて複写部数を特定し、表紙原稿の各ページ
を複写原稿の表紙として順次出力して綴じるような構成としたので、ユーザは複写部数等
を入力することなく、容易な操作で表紙付き複数部コピーを行うことができる。
【００５４】
なお、上述した実施例では、複数部の複写を行う際に、原稿はフィーダで循環されながら
、何度も複写されるが、本発明は、上述の方法に限定されるものではない。例えば、書類
を電子情報に変換し、この電子情報に基づいて、繰り返し印刷することにより、複数部の
複写を実現しても良い。
【００５５】
また、上述した実施例では、複写部数分の表紙原稿を読み取って、ページ単位で表紙を付
与する構成について説明したが、１ページの表紙原稿に複数ページ分の表示情報を付与し
た表紙原稿を設け、この表紙原稿の各表示情報を付与した領域を分割して出力し、各複写
原稿に付与する構成としても良い。
【００５６】
これは例えば表紙原稿に所定の識別マークを設けて、各表紙情報の分割領域をＣＰＵで認
識できるようにし、あるいは、表紙原稿の分割数を操作部より入力することにより、各表
紙情報の分割領域をＣＰＵで特定できるようにし、あとは上述した実施例と同様の動作に
よって、各複写出力毎に各分割領域を出力した表紙を付与するものとする。
【００５７】
また、上述した実施例では、１ページ単位の表紙を付与する構成としたが、複写原稿の先
頭余白部にヘッダ情報のような情報を付与する場合にも適用できる。この場合、予め複数
のヘッダ情報を付与した原稿を読み取って記憶しておくとともに、複写原稿を読み取って
記憶した画像の先頭部分に、メモリ領域上でヘッダ情報を上書きして出力する。この出力
の際にヘッダ情報を順次変更していくことで、異なるヘッダ情報を付与した複数部コピー
を行うことができる。
【００５８】
なお、複数のヘッダ情報を付与した原稿から各ヘッダ情報を分割して抽出する方法として
は、上述のようにヘッダ情報を付与した原稿に所定の識別マークを設けて、各ヘッダ情報
の分割領域をＣＰＵで認識できるようにし、あるいは、ヘッダ情報を付与した原稿の分割
数を操作部より入力することにより、各ヘッダ情報の分割領域をＣＰＵで特定できるよう
にして実現できる。
【００５９】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、

従来のように、予め複写が必要な書類を必要部数複
写した後に、手作業で１部ずつに表紙をつけた後に綴じ操作を行うといった手間をかける
必要がなく、作業を簡略化できるという効果がある。
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原稿を読み取って複数部コピーする機能を有す
る画像処理装置にて、原稿の複数部コピーを作成する場合に、各部毎に、各々、内容の異
なる表紙原稿のコピーを出力可能にし、上記内容の異なる複数の表紙原稿を連続して記憶
手段に蓄積可能とし、原稿の複数部コピーを作成するに先立って、前もって、上記記憶手
段に上記複数の表紙原稿の全てを蓄積可能にし、操作部からのユーザによるコピー部数の
指定無しに、上記記憶手段に蓄積済みの上記複数の表紙原稿のページ数に基いた回数分、
複数部コピーを実行可能にするので、



【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例における画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２】上記実施例におけるリーダ部およびプリンタ部の構造を示す断面図である。
【図３】上記実施例におけるリーダ部の構成を示すブロック図である。
【図４】上記実施例におけるコア部の構成を示すブロック図である。
【図５】上記実施例における操作部の構成を示す平面図である。
【図６】上記実施例における動作を示すフローチャートである。
【図７】上記実施例における動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１…リーダ部、
２…プリンタ部、
３…画像入出力制御部、
４…ファクシミリ部、
５…ファイル部、
７…コンピュータインターフェース部、
８…フォーマッタ部、
９…イメージメモリ部、
１０…コア部、
１１…ＰＣ／ＷＳ、
１２…ハードディスク。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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